























































類と鳥類の骨盤原基に作用させたところ、BMP シグナルの阻害と Wnt シグナルへの応答性が鳥類
で高いことを突き止めた。以上の結果に基づき、骨盤原基がこれらのタンパク質に対して敏感に応答
するようになった結果、寛骨臼に孔が生じ、恐竜タイプの骨盤が獲得されたと推論した(以降これを











の手続きを経て、仮説 A の科学理論としての位置付け・取り扱い方を明確化した。 
 
